
細かな証明は省略する．

左図のように，三角形△ABCに相似な三角形△A ′B ′C ′ を作図する．

三角形の面積の比△RQP : △RBC = △RBC : △RB ′C ′ は，
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ここで，h = a sin∠ABC = c sin∠ACBである．

(3)を (1)に代入して整理すると，
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よって，三角形△RQPの面積 Sは，
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三角形△RQPの面積 Sが最大となるところは，その導関数 S ′ =
dS

dy
= 0となるところである．
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したがって，
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この内，三角形△ABCの内部にある点は一つで，
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ここから，三角形△ABCの辺の比 AP : PBを求めると，
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よって，AP : PBは黄金比である．

これを踏まえ，改めて作図すると，確かに前ページ右図と一致する．


